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 本学地域連携教育推進センターでは、ＰＢＬ型（課題解決型）授業「プロジェクト科目」

の一環で、学生が地元のデイサービス利用者から困りごとを聞き、自助具（※）の構想か

ら制作までを行いました。このたび、完成した自助具の発表を下記のとおり行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「プロジェクト B―モノづくりプロジェクト 2023 春「思わず欲しくなる自助具を作ろ

う」―」では、実際に手を動かしモノづくりをすることで、手や指、皮膚の感覚を呼び起

こし、学生が自身のもつ身体感覚を再確認することをねらいとしています。そのプロセス

では、企画構成する力、作り上げる力などのいわゆる社会人基礎力の向上も期待していま

す。（協力：ひこね自助具開発工房） 

※自助具とは、何らかの障害や病気などによる麻痺、加齢による身体機能の低下などを原因とする

動作の不自由を補うための道具や装置のことです。体が不自由な方の生活に密着した道具として

食事や更衣、入浴、トイレなど日常の様々な場面で使われます。 
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【リリースに関するお問い合わせ先】 

滋賀大学 地域連携教育推進センター〔担当：柴田〕 

彦根市馬場 1 丁目 1－1 

MAIL：fukugan@biwako.shiga-u.ac.jp 

TEL：０７４９－２７－１３４８ 

 

<学生発案> 

「思わず欲しくなる自助具」を高齢者に披露 

【「思わず欲しくなる自助具」完成発表会】 

日 時：２０２３年７月１２日（水）１１時～１１時５０分 

場 所：彦根市北老人福祉センターハピネス（彦根市馬場一丁目 5 番 5 号） 

内 容：正課授業「プロジェクト B―モノづくりプロジェクト 2023 春「思わず欲

しくなる自助具を作ろう」―」の履修学生 18 名が、彦根市北デイサービス

センターに通う高齢者に聞き取り調査を行い構想・制作した自助具の発表

会を行う。 

制作例：かんたん湿布貼り、補聴器落下ストッパー、長柄型草刈りカマなど 


